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研究成果の概要（和文）：本研究は、保育者が環境構成する力量を形成し、保育の質を高めるために、ベテラン
保育者が持つ実践知・経験知を可視化し、それらを身に付けることができるビデオ教材およびブックレットの開
発を目的とした。鳴門教育大学附属幼稚園と協働で研究を行い、幼児が主体的に遊ぶことができる環境を構成す
るために、ビデオ教材及びブックレットを開発した。現職保育者が研修等で使用した結果、ブックレットに掲載
されている保育の写真や事例について具体的に考察を行うことなどを通して、自らの保育について振り返った
り、今後も研修等で使用し、保育の環境構成について考え、保育の質を高めていく意欲の向上が見られた。

研究成果の概要（英文）：Our research team interviewed experienced as well as new teachers about how 
to arrange the educational environment, and created a comic book and videos on early childhood 
education and children's play. Additionall, we published "The Learning Booklet", which included 
worksheets with pictures and case examples. We found this booklet could be able to be used to 
develop teachers' skills.

研究分野：幼児教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の中で開発したブックレットやビデオ教材は、「保育の環境を構成する」という、保育者にとって重要で
あるが身に付けることが難しい力量の形成に寄与することができる。ブックレットは、理論編と実践編に分かれ
ており、基礎的な知識を踏まえてから、保育実践について考えるようになっている。また、実践編は「問い」に
こたえるワークシート形式であり、保育の写真を中心としたステージ１と、保育事例を中心をしたステージ２に
分かれて、段階的に学ぶことができ、保育者がキャリアに応じて、長期的な視野に立って、保育の質の向上をめ
ざすことができることが社会的意義である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 

 

 幼稚園教育は環境を通して行うものであり、環境を構成することは、保育者の重要な役割とし
て位置づけられている。若手保育者の中には、幼児が主体的に遊ぶ環境の構成に困難を感じる人
が少なくない。ベテラン保育者がもつ保育の環境構成の力量を身に付けるための手立ては、必ず
しも明確になっていない現状がある。 

 

２．研究の目的 

 

 本研究においては、鳴門教育大学附属幼稚園の遊誘財研究にもとづいて、幼児が主体的に遊ぶ
環境を構成するための観点を明らかにし、若手保育者が保育の環境構成の力量を長期的に身に
付けていく具体的手立てとして、ラーニング・ブックレットやビデオ教材を開発することを目的
とする。 

 

３．研究の方法 

 
 研究目的を達成するために、以下の研究方法をとった。①鳴門教育大学附属幼稚園の遊誘財デ
ータベースに蓄積されている保育事例について、幼児の主体的遊びを可能にした環境構成を分
析する。②幼児が主体的に遊ぶ保育事例を取り上げ、遊びと保育環境の理解を促すための保育漫
画を作成する。③ベテラン保育者と若手保育者にインタビュー調査を行い、保育の環境構成の観
点を明らかにする。データはグラウンデッド・セオリー・アプローチ(GTA)を用いて分析を行う。
④これらにもとづき、ワークシート形式のラーニング・ブックレットとビデオ教材を開発する。
⑤ラーニング・ブックレット及びビデオ教材をもちいた保育者向けの研修を実施し、それらの有
用性についてアンケート調査を行う。 
 
４．研究成果 
 
（１）保育の環境構成の観点について 
本研究では、保育における質の高い遊びの環境構成の観点を明らかにするために、インタビュ

ー調査を行い、若手保育者からは、「子どもの姿に沿って保育者が提案する遊び」と「子どもの
思いやアイデアからはじまる遊び」という２つの状況が語られ、ベテラン保育者からは「子ども
の思いや意欲、イメージからはじまる遊び」が語られた。 
ベテラン保育者が考える質の高い遊びの保育における環境の構成やかかわりは、「子どもから」

はじまる遊びに焦点をあてていくことが大切にされており、その手立てが具体的である。子ども
がはじめた遊びについて、ベテラン保育者は子どもの心の動きや活動の流れを理解しながら、発
達の状況や保育のねらいを組み合わせて考え、ダイナミックな遊びの中での子どもの必要性に
応じて臨機応変に、具体的な環境の構成を行う手立てを講じている。 
一方で若手保育者が語るのは、子どもの姿の理解に基づいて、保育者が事前の遊びの準備を丁

寧に行い、その環境構成が子どもの遊びとうまく合った場合である。また子どもの思いやアイデ
アからはじまる遊びの時には、その環境構成についての具体的手だてが明確になっていない。し
かしインタビューの中で若手保育者は教材研究の重要性についても語っており、担任保育者と
して子どもの思いに沿った遊びを展開する為の環境構成の観点を身につけてようとしている過
程であると考えられる。 
また、ベテラン保育者は他の保育者と保育の共通理解を図ったり、時間調整をしたり、他の保

育者の力量を子どもの遊びにつなげたり、子どもについての多様な理解を保育者同士で行うな
どして、環境の構成を行い、一人ひとりの子どもが最大限に遊びを通して豊かな経験ができるよ
うに手を尽くしている。このような他の保育者との恊働を生み出す柔軟性や開放性こそが、ベテ
ラン保育者の環境構成の特徴的観点の一つであると考えられる。 
 
（２）ラーニング・ブックレット及びビデオ教材の開発 
①ラーニング・ブックレット 
『豊かな遊びの事例から学ぶ！ 保育の環境構成 ラーニング・ブックレット』を開発した。

総ページ数は 62 ページである。「Part1 理論編」と「Part2 実践編」と「巻末資料 保育事例・
保育漫画」からなっており、実践編は「ステージ 1 ワークシートで学ぶ！ 若手保育者のため
の環境構成の実際」「ステージ 2 保育事例から学ぶ！ 環境構成スキルアップ！！」から構成
されている。 
 
②ビデオ教材 
 ビデオ教材を視聴できる Web ページを図 1 の通り作成した。開発したブックレットは研修で
の利用を想定しており、動画コンテンツの配布には、手軽な視聴環境、利用者の認証、コンテン
ツの保護といった特徴を持つことが望まれた。  
これらを実現する手段として OSS の学習管理システム Moodle[1]と SONY 社製ストリーミング



配信システム Mediasite を組み合わせて利用した。個人情報の保有を避けるため、今回は「手動
登録」によりユーザを登録した。 手動登録の場合、Moodle の管理者により登録を行う必要があ
るため、事前に複数のアカウントを登録しておき、それを必要に応じて希望者で配布するという
方法を用いた。配布対象者は、ブックレットやビデオ教材を用いた授業や講演等を行った際に、
受講生に対して保育についての研修を行うことを目的として、ビデオ視聴のためのアカウント
登録を希望した者である。なお、アカウント登録は教育委員会や幼稚園・認定こども園・保育所
等の組織や施設単位を対象としており、個人ユーザへの配布は行っていない。 
今回のコース用には、動画コンテンツとして次の 6つのタイトルを登録した。なお、これらの

動画コンテンツは、鳴門教育大学附属幼稚園遊誘財データベースに登録されており、あらかじめ
編集されていた保育についての動画データである。  
 
（３）ラーニング・ブックレット及
びビデオ教材の有用性調査 
①ラーニング・ブックレット 

 ラーニング・ブックレットを用い

た研修を現職の保育者と学生を対

象に行い、アンケート調査を行っ

た。調査期間は 2019 年 4 月から 9

月である。幼稚園教員 129 人、保育

士 19 人、保育教諭 107 人、教育委

員会指導主事 1 人、大学生・大学院

生 40 人（現職教員で大学院生も含

む）、その他 15 人から回答を得るこ

とができた。7 つの質問事項につい

て 5件法によって回答を得て、SPSS

にて分析した。ここからブックレット

は保育者にとって有用であり、特に、

幼稚園教師の評価は、他のグループより高いことがわかった。 

また、自由記述からは次のような意見が明らかになった。ブックレットがカラー刷りであるた

め、写真等もみやすく全体に親しみやすい印象をもって受け止められている。写真や事例、漫画

は子どもの遊ぶ姿をよく表していて、理解しやすく、自分の保育でも経験しそうな場面が取り上

げられているというコメントであった。ワークシートには考える視点が示されているため、保育

について深く考えたり、ブックレットで学んだことを自分の保育の振り返りにもつなげていく

ことができる、とのことである。ブックレットの使い方として一番多かった回答は、園内研修で

ディスカッションを行いたい、とのことであった。一方で、このブックレットは 4 歳児の写真や

事例が多くなっており、他の年齢の乳幼児のものも掲載してほしい、ワークシートの問いの解答

例がほしい、といった要望もあがった。 

 以上の事から、ブックレットは園内研修で用いて掲載されている写真や事例をワークシート

に記入して検討し、その後、自らの保育の振り返りにつなげていくのに有益であるということが

明らかになった。 

 

②ビデオ教材 

すべてのコンテンツについての、利用者(学内スタッフ、研修用)属性別及び時間帯別の視聴セ

ッション数を分析した。それによると 11 時から 12 時にかけてと 15 時から 17 時にかけての 2つ

のピークが存在しており、この時間帯に研修が実施されたと予想される。また、それ以外の時間

帯での視聴はテストのためにアクセスしたものと考えられる。 
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